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傷害の防止保健編 3章

誰
だれ
か来て

ください！

　心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

には，止まってしまった心臓や肺の働きを補う目的があり，
胸
きょう

骨
こつ

圧
あっ

迫
ぱく

や人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

などの方法があります。胸骨圧
あっ

迫
ぱく

を行うと，心臓が
圧
あっ

迫
ぱく

されて人工的に血液が循
じゅん

環
かん

し，脳や心臓の筋肉に酸素を送り届ける
ことができます。また，人工呼吸を行うと，傷病者の肺に酸素を送り込

こ

むことができます。A
エー

E
イー

D
ディー

による電気ショックには，正常な心
しん

拍
ぱく

を再開さ
せる目的があります。呼吸の確認では，死

し

戦
せん

期
き

呼
こ

吸
きゅう

　に注意します。

5

❷

心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

法
ほう
.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

❷�あえぎ呼吸ともいわれる異常
な呼吸で，心停止直後の傷病
者にみられ，しゃくり上げる
ような様子が一つの特

とく
徴
ちょう
。通

常の規則的な呼吸でなく，呼
吸に少しでも異常を感じたら
“心停止の状態”と判断し，直ち
に胸骨圧

あっ
迫
ぱく
を開始しA

エー
E
イー
D
ディー
によ

る処置を行う必要がある。

心
しん
肺
ぱい
蘇
そ
生
せい
法
ほう
の手順を確

かく
認
にん
しましょう。

電気ショック１回，その後，
直ちに胸骨圧

あっ
迫
ぱく
から再開

直ちに胸骨圧
あっ
迫
ぱく
から再開

医
い
療
りょう
機関による治

ち
療
りょう

A
エー
E
イー
D
ディー
の電源を入れ，

音声メッセージに従う。

　以下のいずれかに該
がい
当
とう
するまで，心

しん
肺
ぱい
蘇
そ
生
せい
とA

エー
E
イー
D
ディー
を続ける。

・救急隊員に引き継
つ
ぐ。

・�傷病者が呼吸や目的のあるしぐさを始める。

救急隊による搬
はん
送
そう
と応急処置

　人工呼吸の技術と意思があれ
ば気道を確保し，「胸骨圧

あっ
迫
ぱく
30

回＋人工呼吸２回」を繰
く
り返す。

・P.81〜82【心
しん
肺
ぱい
蘇
そ
生
せい
の方法】　

・P.83【A
エー
E
イー
D
ディー
（自動体外式除細動器）】

資料 3 心
しん
肺
ぱい
蘇
そ
生
せい
法
ほう
の手順＊

＊�心
しん
肺
ぱい
蘇
そ
生
せい
法は，現在もより良い方法が研究

されているため，改
かい
訂
てい
されることがある。

胸骨圧
あっ
迫
ぱく

心電図解
かい
析
せき

電気ショック
は必要か

直ちに胸骨圧
あっ
迫
ぱく

を開始する。

心
しん
肺
ぱい
蘇
そ
生
せい

100〜120回／分

中断を最小限にする。

成人は約５cm，小児は胸の厚さの約13
速く

絶え間なく

強く

必要
あり

必要
なし

 …… 観察

 …… 手当

・�肩
かた
を軽くたたいて，大声で呼びかけてみる。

・�周囲の安全を確
かく
認
にん
して傷病者の近くに行く。傷病者の

発生

反応をみる

呼吸をみる
※１※１�胸骨圧

あっ
迫
ぱく
の開始を遅

おく
らせないよう，�確

かく
認
にん
に10秒以上かけない。

※２�ふだんどおりの呼吸か死戦期呼吸かなど，分からないときは，
胸骨圧

あっ
迫
ぱく
を開始する。

ほかに人がいたら，
分担する。

・大声で叫
さけ
び，応

おう
援
えん
を呼ぶ。

・�119番通報をし，通信指令員の指導に従う。
・A

エー
E
イー
D
ディー
を手配する。

様子をみながら，応
おう
援
えん
・救急隊を待つ。ふだんどおり

の呼吸あり

反応
なし

呼吸なし
または死戦期呼吸

※２

回復体位

　待つ間は，傷病者を回復体位にする。呼吸が
認められなくなったら，
直ちに胸骨圧

あっ
迫
ぱく

を開始する。

・�胸部や腹部の動きはあるか。
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章
末
資
料

・
P.
64
【
交
通
事
故
の
発
生
要
因
】　

・
P.
66
【
交
通
事
故
の
危
険
予
測
と
回か
い
避ひ
】

自
転
車
安
全
利
用
五
則

［
例
外
］

•�道
路
標
識
な
ど
で
，
歩
道
通
行
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
場
合

•車
道
や
交
通
状じょ

う 況きょ
う か
ら
見
て
，
や
む
を
え
な
い
場
合

•運
転
者
が
児
童
，
幼
児
，
高こ
う
齢れ
い
者し
ゃ
な
ど
の
場
合

自
転
車
及お
よ
び
歩
行
者
専
用

自
転
車
専
用

３
か
月
以
下
の
懲ちょ
う 役え
き
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

２
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん
ま
た
は
科
料

罰ば
っ
則そ
く

３
か
月
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

そ
の
他

次
の
よ
う
な
行こ
う
為い
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
傘か
さ
さ
し
運
転

◆
運
転
中
の
携け
い
帯た
い
電
話

◆
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着
し
な
が
ら
の
運
転

路
側
帯
を
通
行
す
る
と
き
も
，
左
側
を
通
行
す
る
。

3. 自
転
車
は
車
道
が
原
則
，
歩
道
は
例
外

1

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
，
車
道
寄
り
を
徐じ
ょ
行こ
う

3

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

5

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

4

車
道
は
左
側
を
通
行

2

◆
二
人
乗
り
は
禁
止

２
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん
ま
た
は
科
料

罰ば
っ
則そ
く

６
歳さ
い
未
満
の
子
ど
も
を

一
人
乗
せ
る
な
ど
の

場
合
を
除
く
。

◆
並へ
い
進し
ん
は
禁
止

２
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん
ま
た
は
科
料

罰ば
っ
則そ
く

◆
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
年
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は

10
0万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

◆
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

◆
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確か
く
認に
ん

３
か
月
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は

５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

◆
信
号
を
守
る

３
か
月
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は

５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

保 健 編 　 ３ 章 章 末 資 料１  年 ２  年 ３  年

85

C
H

T
_

0
8

4
_

0
8

8
_

4
C

_
ho

ke
n2

_
3

_
章

末
資

料
.in

dd
   

8
5

2
0

2
2

/0
8

/2
3

   
1

1
:4

7

85 3

削
除

削
除

削
除

削
除

削
除



3

訂正箇所 訂　　　正　　　文ページ 行

章
末
資
料

・
P.
64
【
交
通
事
故
の
発
生
要
因
】　

・
P.
66
【
交
通
事
故
の
危
険
予
測
と
回か
い
避ひ
】

自
転
車
安
全
利
用
五
則 ※［

例
外
］

自
転
車
が
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

•�道
路
標
識
な
ど
で
，
歩
道
通
行
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
場
合

•車
道
や
交
通
状じょ

う 況きょ
う か
ら
見
て
，
や
む
を
え
な
い
場
合

•運
転
者
が
児
童
，
幼
児
，
高こ
う
齢れ
い
者し
ゃ
な
ど
の
場
合

自
転
車
及お
よ
び
歩
行
者
専
用

自
転
車
専
用

３
か
月
以
下
の
懲ちょ
う 役え
き
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

２
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん
ま
た
は
科
料

罰ば
っ
則そ
く

３
か
月
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

そ
の
他

次
の
よ
う
な
行こ
う
為い
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
傘か
さ
さ
し
運
転

◆
運
転
中
の
携け
い
帯た
い
電
話

◆
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着
し
な
が
ら
の
運
転

3. 車
道
が
原
則
，
左
側
を
通
行
　
歩
道
は
例
外
※
，
歩
行
者
を
優
先

1 ◆
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
，
車
道
寄
り
を
徐じ
ょ
行こ
う

年ね
ん
齢れ
い
に
関
係
な
く
，
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

5

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
，
安
全
確か
く
認に
ん

2

◆
二
人
乗
り
は
禁
止

２
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん
ま
た
は
科
料

罰ば
っ
則そ
く

６
歳さ
い
未
満
の
子
ど
も
を

一
人
乗
せ
る
な
ど
の

場
合
を
除
く
。

◆
並へ
い
進し
ん
は
禁
止

２
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん
ま
た
は
科
料

罰ば
っ
則そ
く

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

3

５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

◆
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確か
く
認に
ん

３
か
月
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は

５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

◆
車
道
は
，
左
側
を
通
行

◆
路
側
帯
を
通
行
す
る
と
き
も
，
左
側
を
通
行

◆
信
号
を
守
る

３
か
月
以
下
の
懲ちょ
う 役え
き
ま
た
は

５
万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く

５
年
以
下
の
懲ちょ

う 役え
き
ま
た
は

10
0万
円
以
下
の
罰ば
っ
金き
ん

罰ば
っ
則そ
く飲
酒
運
転
は
禁
止

4

保 健 編 　 ３ 章 章 末 資 料１  年 ２  年 ３  年

85

C
H

T
_

0
8

4
_

0
8

8
_

4
C

_
ho

ke
n2

_
3

_
章

末
資

料
.in

dd
   

8
5

2
0

2
3

/0
6

/2
2

   
1

3
:1

5


	［訂正通知］重要なお知らせC→D
	R3中保体_訂正申請C-D修正



